
○
佐
々
木
守
成
所
蔵
文
書 

 
 

東
郷
町
長
和
田 

 

一
〇
〇 

年
代
記
羽
衣
筐
裳
（
抄
） 

 

カ
タ
ミ
ノ
モ
ス
ソ 

年
代
記
羽
衣
筐
裳
上
巻 

一
長
和
田
村
庄
屋
五
代
之
先
祖
、
政
所
佐
々
木
五
郎
左
衛
門
同 

 

性
三
郎
左
衛
門
時
代
、
東
西
境
論
有
之
御
役
人
御
見
分
之
上 

 
 

ニ
て
、
傍
示
埓
明
、
大
境
印
ニ
埋
炭
致
置
候
由
、
代
々
申
伝 

 
 

候
、 

一
東
郷
之
境
、 

引
地
村
上 
ノ 
山
鬼
石
よ
り
奥
は
十
万
寺
本
堂 

 

之
頭
、 

一
西
郷
之
境
、
佐
美
村
血
坂
後
之
谷
狼
岩
よ
り
奥
は
栗
尾
権
現 

 

山
之
頭
、 

(

一
六
〇
〇)

 

一
慶
長
五
年
南
条
中
書
元
忠
公
之
時
代
、 

羽

 

衣

 

石

 

落
 

城
 

之

 

以 

 

後
、
長
和
田
村
よ
り
竹
木
伐
開
、
田
畑
等
出
来
、
則
長
和
田 

 

村
政
所
五
郎
左
衛
門
よ
り
御
年
貢
御
納
所
い
た
し
候
、 

一
羽
衣
石
谷
家
立
始
、
作
州
才
原
村
よ
り
次
右
衛
門
と
申
者
、 

 

致
浪
人
長
和
田
村
え
便
り
五
郎
左
衛
門 

ヲ 

頼
、 

名
子 

ニ 

罷 

 
 

成
、
馬
場
と
申
所
ニ
家
立
始
候
、
次
右
衛
門
実
子
無
之
、 

作 

 
 

州
一
門
之
内
よ
り
三
郎
五
郎
と
申
者
養
子
致
シ
、
後
ニ
平
左 

 

衛
門
と
申
候
。
右
次
右
衛
門
羽
衣
石
村
人
家
之
元
祖
な
り
、 

(

中
略)

 

(

一
六
五
九)

 

一
佐
美
谷
、
万
治
二
年
ニ
分
り
村
名
相
改
り
候
、
御
水
帳
は
于 

今
長
和
田
村
之
内
へ
有
之
候
、 

 
 



(

一
六
三
四)

 

一
羽
衣
石
谷
、
寛
永
十
一
年
御
水
帳
分
り
村
名
相
改
り
候
、
尤 

 

田
畑
山
林
は
長
和
田
村
よ
り
代
々
支
配
之
所
、
若
至
末
代
、 

 
 

不
存
其
子
細
ヲ 

 
 

聊
及 

 

 

二

口
論 

二

 

一

候
も
難 

シ

 

レ

斗
、
一
二
書
記
之

、 

 

(

中
略)

 

一
九
品
山
大
伝
寺
練
供
養
、
長
和
田
村
一
村
ニ
て
執
行
致
候
所 

 

ニ
建
立
本
願
主
嶺
堂
大
和
尚
禅
師
、 

(

一
七
三
一)

 

一
廿
五
之
菩

并
中
将
姫
、
享
保
十
六
亥
年
再
興
、 

一
本
堂
享
保
十
七
子
年
建
立
、
本
願
主
嶺
堂
大
和
尚
、 

 
(

一
七
三
四)

 

一
大
伝
寺
開
白
万
寿
甲
子
年
、
享
保
十
九
甲
寅
年

七
百
拾
三 

 

年 

△
南
条
勘
兵
衛
尉
元
続
公
御
法
名 

南
光
院
殿
伯
翁
全
邦
大
居 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

士 
 
 
 
 
 
 
 

△
御
子
息
中
書
元
忠
公
御
法
名 

 

南
星
院
殿
意
安
元
宅
大
居 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

士 

一
羽
衣
石
落
城
、
同
寅
年

百
三
拾
五
年
、 

(

一
六
一
五)

 

一
大
坂
落
城
元
和
元
年
、
同
寅
年

百
弐
拾
年
、 

(

一
七
一
七)

 

一
御
両
国
壱
損
通
り
御
救
米
、
享
保
二
酉
ノ
三
月
、 

 
 

(

中
略
） 

東
湖
之
八
景 

 

東
雲
山
奉
納 

 
  
  
 

御
冠
山
の
秋
の
月 

 

御
冠
の
山
よ
り
秋
の
月
出
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア
ケ 

ひ
か
り
照
そ
ふ
朱
の
玉
垣 



松
崎
の
夜
雨 

 

春
の
夜
の
明
行
空
を
ま
つ
さ
き
の 

 
 
 

浦
の
雨
音
ふ
り
み
ふ
ら
す
み 

 
 
 

森
山
の
暮
雪 

 
森
山
の
木
々
の
紅
葉
も
ち
り
過
て 

 
 
 

あ
と
白
妙
の
雪
の
夕
暮 

 
 
 

九
品
の
晩
鐘 

 

糸
掛
の
桜
ち
り
ゆ
く
木
の
間
よ
り 

 
 
 

九
品
の
鐘
の
ひ
ゝ
く
入
相 

 
 
 

入
江
の
落
鴈 

 

風
そ
よ
く
荻
の
下
露
暮
そ
め
て 

 
 
 

入
江
の
は
ま
に
あ
さ
る
か
り
か
ね 

 
 
 

鷺
田
の
夕
照 

 

暮
か
か
る
鷺
田
の
磯
の
夕
な
き
に 

 
 
 

浪
の
う
ね

く
照
す
日
の
影 

 
 
 

橋
津
の
帰
帆 

 

春
か
す
み
橋
津
の
浦
の
浪
間
よ
り 

 
 

ヲ
チ
コ
チ 

 
 

遠
近
舟
の
見
へ
つ
か
く
れ
つ 

 
 

白
川
の
晴
嵐 

浦
ち
か
き
海
士
の
小
舟
も
夏
の
夜
の 

 
 
 
 
 
 
 

ソ
ヨ 

あ
ら
し
そ
戦
く
白
川
の
浪 

  


